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１. 家族の変容と子育ての密室化
日ごろ私がかかわっております､ 子どもの虐待と権利擁護ということについて少しまとめたものを発
表させていただきたいと存じます｡
まず､ 今どきの子育て事情と家族の変容ということですが､ 日本の平均世帯人員が､ 1953年､ ざっと
50数年前ですが､ 平均５人くらいでした｡ そして2008年には2.63人ということで､ 50年間でほぼ半減し
ています｡
そのうちで児童のいる世帯がだんだん減ってきまして､ 平成の半ばくらいには高齢者のいる世帯と逆
転をいたしました｡ 2007年は30％弱なのですが､ 2008年は25％くらいということで､ また減ってきてお
ります｡ 子どものいる世帯の平均児童数は1.74人ということで､ ２人に届きません｡ 少子化が進んでい
るということがいわれております｡
家族の規模が核家族化し､ どんどん小さくなってきているということが状況としてはかなり進んでい
ることになります｡ そこで､ 子育ても密室化が進んでいるといえると思います｡
２. 子育て不安・子育て不満と負担感
私は東京臨床心理士会に所属しておりますが､ 都庁時代の最後の職場が東京都児童会館というところ
でした｡ これは渋谷にあります大型児童館になります｡ そこでボランティアで ｢こども相談室｣ という
のを開設しておりまして､ 臨床心理士が交代で相談に当たっています｡ 現在約100人くらいの臨床心理
士がエントリーしております｡
電話番号は03-3409-6361､ 何かありましたらどうぞ電話していただいても結構なのですが､ これは児
童会館の代表電話ですので､ 交換台を通して回ってまいります｡ 月曜と木曜を除く土日を含めて10時か
ら16時まで毎日年間約250日､ 開設しております｡ 私も月に１～２回は参加するように心がけているの
ですが､ 大体年間1000件近いご相談の電話があります｡ その中でやはり圧倒的に多いのが乳幼児を抱え
たお母さんからの相談です｡
児童会館は子どもの遊び場ですので､ お父さんが子どもを連れて遊びに来て､ 子どもの手を引いて､
面接相談に見えるということも結構あります｡ お母さんからの相談は､ 内容としてはやはり子育てに関
するいろいろな悩みとか､ 相談相手がない状況とか､ そういうことが多いわけですけれども､ 時には非
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常に深刻な場合もあります｡ たまたま私がぶつかった例でも､ 電話の向こうで子どもさんがぎゃあぎゃ
あ泣く声がして､ ｢今､ 子どもの首を絞めた……｣ と｡ 子どもがギャーと言ったので､ 思わず我に帰っ
たといわれました｡ 前から悩みがあったら相談しようと思ってポケットに入れていたこの電話番号にか
けてくれたのです｡ そんなことは始終はないですけれども､ たまには入ってまいります｡
この相談室､ ボランティアではありますが､ 東京都に場所代と電話代を払って使用させていただいて
います｡
お母さんたちの本音なのですが､ やはり子育てに対する不安とか､ 不満が多い｡ 私たちは ｢子育て不
満｣ といっておりますけれども､ ある種の負担感を語られる方が多い｡ 子どもを抱えて外へなかなかい
けないという状態がありますので､ 電話というのは今はケータイをそれぞれが持っていますし､ 気持ち
を吐き出す有効なツールになっていると思います｡ 電話で相談､ 電話でちょっと愚痴をいうというのが
とても大事なツールになっているのではないかと感じます｡
これはある自治体の子どもの計画を作る委員会に出席した時のことなのですが､ メンバーの中に当事
者ということで､ 乳幼児を抱えているお母さんたちが何人かいらしたのです｡ そのお母さんたちと話し
ているうちに､ 子どもっていうのはマニュアルを首から提げてきてくれるといいのだけれども､ マニュ
アルがついてこない｡ どこのスイッチ押したら泣きやむのか書いてないと､ そういうことをおっしゃる
方がいて､ 高齢者はびっくりしたのですが､ 同世代のお母さんたちにはかなり共感を呼んだようでした｡
子どもの育て方､ あるいはその都度どうしたらいいかわからないみたいなことは､ 結構あるのではない
かと思います｡
３. 子どもの虐待はなぜ起こるか
そんな中で､ ｢子どもの虐待｣ ということが最近かなり目立ってきている状況があります｡
児童虐待防止法という法律が出来まして､ その中に規定されている４つの虐待というのは､ 身体的虐
待､ 性的虐待､ 心理的虐待､ そしてネグレクトと４種類に分類されています｡ 資料の方をご覧頂きたい
のですが､ ｢子どもへの虐待とは｣ ということで､ ４種類の虐待の具体的な事柄が書いてあります｡ こ
れは自治体などが配っているパンフレットに大体このような形で書かれていることが多いのですが､ 身
体的虐待は殴る蹴るとか､ 冬の戸外に長時間出すなどというのも虐待だということがあげられおります｡
それから､ 性的虐待とは性的なことをされたり､ させられたりすることも勿論ですが､ 最近ではポル
ノグラフィーのモデルにする､ 特に小さい子どもとか女の子をポルノグラフィーの被写体にするという
ことがありまして､ これも性的虐待に当たるといわれております｡ 日本のポルノグラフィーは大変悪質
だということで､ 世界で評判が悪いそうでして､ またどんどん海外に流出しているということなのです
が､ 捕まえるとすぐ会社を潰して他の会社を作ってしまうのです｡ 意外にこういう形での性的虐待もあ
るということです｡
それから､ 心理的虐待は言葉による脅かしとか､ 兄弟間差別などです｡ 再婚の人同士が子どもを連れ
て一緒になったときに､ 片方の子どもが差別されるという事例が結構出ております｡ それからネグレク
トというのは養育放棄といわれますけれども､ 信仰上の都合で子どもを医者にかけないなんていうのも､
ネグレクトに入る｡ 病気なのに医者に見せないとか､ 放置するとか､ 子どもを家においたままスキーに
行って､ 一週間帰ってこなかったなんていう母親がありましたけれども､ そんな事例が出ております｡
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それでは子どもの虐待はどうして起きるかということですが､ 全国データでは虐待という目で事例を
とらえるようになってからそんなに日が長いわけではありませんが､ 過去10年間さかのぼると､ 急カー
ブで上がり､ 平成20年度は４万2662件という数字が､ 国の集計で上がっています｡ そして虐待している
人は誰かという話なのですが､ 国の方の数字で一番怖いのは実のお母さん､ その次が実のお父さんとい
うことになります｡ つまり虐待者の６割以上が実母であるという数字が出ております｡
資料に､ 東京都の方の数字が出ているのですが､ 平成20年度の都の数字で､ 円グラフになっておりま
す｡ 全体で2657件の虐待件数のうち､ 1791件､ つまり67％が実母､ それから実父が21％ということで､
国と比べると傾向としては似ていると思います｡ (図１) ４つの虐待の内わけは図２のようです｡
もう一つ東京都のほうで養継父母というのがあります｡ 実の父でない､ お母さんのパートナーといい
ましょうか､ あるいは継父になった人からの虐待というのも､ 割合はそんなに多くないですが目立つこ
とがあります｡ なんで実母がこんなに虐待をするのかというのは､ やはり実母が育てていることが､ 抱
えているのが一番多いからだといえましょう｡
日本の３歳未満の子どもの90％､ ３歳までの90％は自宅で母親と暮らしているといわれています｡ 保
育園に行っている子どももいますけれども､ 圧倒的に母親と､ というのが三歳未満では多い状態です｡
2008年に警察庁の調査で虐待で亡くなった子どもさんは45人ということです｡ 毎週一人くらいは亡くなっ
ていることになります｡
虐待につながる要因としてはどういうことがあるのだろうかということで､ 資料の方を見ていただき
たいのですが､ 棒グラフがあります｡ この棒グラフは最初は平成12年､ その後平成15年に､ 東京都の児
童相談所で扱われたケースを10年間分遡り､ 全部当たりなおしたそうです｡ 虐待ではないか､ 原因は何
かというようなことで､ 調査をされ､ 実態調査報告書が出ておりますが､ その中からのグラフです｡ 虐
待者､ つまり母親が多いわけですけれども､ その ｢心身の状況｣ ということで､ グラフになっておりま
す｡ (図３・４・５)
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図１ 虐待者内訳
出典 東京都 ｢みんなの力で防ごう児童虐待｣ 2009年版
図２ 内容別虐待相談対応状況
出典 東京都 ｢みんなの力で防ごう児童虐待｣ 2009年版
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図３ 虐待者の心身の状況 (複数回答)
出典 東京都福祉保健局 ｢児童虐待の実態 ｣ 2005年
図４ 家庭の状況 (複数回答)
出典 東京都福祉保健局 ｢児童虐待の実態 ｣ 2005年
図５ 被虐待児が持つ特性と出生の状況 (複数回答)
出典 東京都福祉保健局 ｢児童虐待の実態 ｣ 2005年
実際には特に問題がないという､ あるいは不明という方が半数以上あります｡ 性格の偏りですとか､
人格障害とか精神病､ あるいはアルコール依存､ 薬物依存なども見えておりますので､ 何割かは虐待者
のほうの心身が健全でない状況とがあるということがわかります｡
その次の､ 家庭の状況ですが､ ひとり親家庭､ それから経済的困難､ 親族・近隣からの孤立､ 夫婦間
の不和､ 育児疲れ､ 就労不安定､ そういった所がかなりのウェイトを占めております｡ 複数回答ですの
で､ 状況がいくつか重なっているということであればなおひどくなります｡ いずれにしてもその家庭の
中で様々な要因が､ 子どもへの虐待につながっていく可能性というのを示唆していると思われます｡ 最
近では､ DVの研究も進んでまいりまして､ 夫婦間のドメスティックバイオレンスの状況を見ているだ
けでも､ 子どもにとっては虐待環境であるということがいわれております｡ (図４)
ひとり親家庭にも､ お父さんだけの家庭とお母さんだけの家庭があります｡
母子家庭の方が圧倒的に数は多いわけですが､ それぞれ困難を抱えていて､ その困難の度合い､ その
種類が少し違うといわれます｡ 母子家庭の方が､ 経済的困難を抱えることが多い｡ 母子家庭のお母さん
の平均収入は父子家庭のお父さんの平均収入の３分の１とか４分の１とかいわれております｡ 正確な数
値ではありませんけども､ それくらい低いと｡ 父子家庭ではやはり養育上の困難を抱えることが多い｡
昼間､ 子どもを見てくれる人がないというような状況が､ 困難になるということだと思われます｡
もう一つの要因ですが､ 子どもに障害があったり､ 障害まで行かないまでも子どもが ｢育てにくさ｣
というようなものを持っている場合に､ 虐待につながる傾向があるということがわかってきました｡ 以
前は子どもの要因というのは余り､ 特に障害に絡んでは気づかれていなかったようです｡ 同じ調査の中
で､ 図５のグラフを見ていただきたいのですが､ 子どもの側には全く原因がない､ ｢特に無し｣ という
のが圧倒的に多いのです｡ 半分くらいの子どもは子ども自身には何も要因がないのだけれど､ 虐待され
たということです｡
しかし問題行動とか知的発達の遅れや障害､ あるいは身体発達の遅れとか､ 性格的偏り､ あるいは未
熟児・低体重児､ 双子とか三つ子とかいうような多胎児の場合､ それから､ 親との分離体験､ 生まれて
間もなくお母さんが病気で乳児院に預けられていたとか､ あるいは､ 非常に小さく生まれて､ 引き取る
のに大変時間がかかったとか､ そういうような分離体験､ 親と離れていた期間というのがあった場合に､
リスクが高くなるということがあるのではないかと思われます｡
最近では発達障害ということが問題になっていますが､ こういう子どもたちが被害に遭いやすい状況
というのがあるのではないかと感じておりまして､ その中で家族への支援ということが特に大事ではな
いかと考えます｡
こんな風に虐待につながる要因はいろいろ分析をされておりますけれども､ 特別な事情がなくても虐
待が起こるということも事実です｡ 一方では､ 家庭の状況が様々あったり､ 親の方の心身の状況にいろ
いろと負荷があったりということがあれば､ リスクは大変高くなってきます｡ 一つの要因ではなくて､
ひとり親の家庭でなおかつ経済的な困難があって､ 子どもさんに発達障害があるなど､ 実際に私どもが
現場で出会う方には､ 結構こういう方がいらっしゃるわけですけれども､ こういう方々にはかなりのサ
ポートが必要なのではないかということは改めて認識されると思います｡
子どもの虐待と権利擁護
― 93 ―
４. 児童養護施設の現況：
様々な状況の中で､ 子どもが親の虐待から保護されることもありますし､ 親御さんが育てられないと
いうことで､ 児童養護施設という児童福祉法上の､ 子どものお世話をする施設に､ 入所するということ
があります｡ 現在､ 全国に564ほど施設がありまして､ 入所されている子どもさんが４万人近くなって
います｡
私は今､ 児童養護施設を廻って施設内虐待の予防とか､ 職員さんのサポートとかを､ 神奈川県を主と
してやらせていただいてるのですが､ やはりどこへ行っても､ 入所児童の６割から､ 多いところでは８
割が被虐待児といわれます｡ ある乳児院へ行った時に､ 入所している子どもさんは２歳未満ですから､
０歳から１歳が多いわけですけども､ その子どもたちが入所してくる時の既往症が書いてある一覧表を
見て､ 本当にもうゾクっとしました｡ 例えば､ 頭蓋骨骨折とか､ 硬膜下血腫とか､ 赤ちゃんなのに､ 腕
の骨折､ 肋骨骨折とか､ いわゆる外傷です｡ 骨折を始めとする外傷をもって､ 勿論治療はして､ 入って
からも治療に通うということはあるのですが､ そういう経験をした子どもさんが一覧表の中にかなりの
率を占めています｡ 半分ではきかないのです｡ そういうような表を見せられて､ 本当に子どもにとって
大変なことだと感じますし､ そういうことが起きてしまう家庭の状況というのを看過できないのではな
いかと強く思います｡
ところがその被虐待の子どもたちが施設で暮らしている時にどうかということになりますと､ これが
またいろいろと大変なことがあります｡ 虐待された子どもたちは､ 児童養護施設の中で､ 安心して大人
との信頼関係を回復するための癒しを受けていく必要があるわけなのですけれども､ その間に子どもた
ちが様々な行動化というものを起こしてまいります｡ 資料の表は､ 国立成育医療センターの､ 小児精神
科医の奥山真紀子先生が､ 10年ほど前に整理をされた表です｡ 外国の方が調べたものも入っております
けれども､ 各虐待別に､ どういう行動化が起きてくるかを一覧にしています｡
身体的虐待を受けた子どもでは､ 生活を楽しむ能力の低下とか､ 精神症状としての激しいかんしゃく
とか､ あるいは反抗､ 過度の警戒､ そしてよくいわれる凍りついた目です｡ ｢凍りついた瞳｣ という漫
画があります｡ 椎名篤子さんのドキュメントをもとに､ ささやななえさんが漫画化したもので､ その漫
画が評判になって､ 虐待問題が広く世に知られるようになったということがあります｡ 実際にその凍り
ついたような目をするという子どもたちがいるということなのです｡
ネグレクトされた子どもでは､ 非常にベタベタしたり､ あるいは急に離れたりとかをくりかえしたり
する､ それから共感する能力の低下とか､ 暴力行為とか､ 非行に走るとかいうようなことがあります｡
性的虐待を受けた子どもさんは､ 抑うつ､ 自己評価の低下｡ 今､ 性的虐待を受けた子どもの自己評価
の低下ということが､ 問題とされることが多くなってきておりますが､ 自分に対する評価・自尊心が非
常に低くなり､ ｢私なんかどうせ｣ ということで､ 非行に走るとか､ 特にその中でも性的な逸脱行動に
走るという例が見られます｡ それからここでは情緒的虐待と書かれていますが､ 心理的虐待と同じ意味
だと思います｡ こちらも自己破壊行動とか､ 激しい怒り､ 憎悪というものが見られるということがあげ
られております｡
こういう風な傾向を持った子どもたちが､ ６ないし８割を占める入所施設の状況ですが､ これだけ子
どもたちがいろいろ心理的・行動的な問題を持って入ってくるということを､ あまり想定されない時代
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から施設はありました｡ そこで人員配置にしても､ 職種は主として保育士とか､ 児童指導員ということ
になります｡ ここ数年､ ようやく心理職が心理療法士というような形でせいぜい１人か２人で非常勤が
多かったりしますが､ 配置されるようになってきて､ 指導員､ ケアワーカーと一緒に､ 子どもの心のケ
アをするという体制が､ 少しづつ整えられてきております｡
厚生労働省も､ 児童施設で心理療法士を使うようにということをいっておりますし､ 神奈川県などで
も､ 一人は常勤化出来るような予算を300万程度､ 施設に出しているようです｡ そういう所で働く心理
も､ 増えてきております｡ しかし､ 子ども達をどうケアしていったらいいかということで皆さん悩んで
おりまして､ 私のゼミの出身者も､ そういうことをやっている人がおりますが､ 勉強会を開いたり､ 研
究をしたり､ サポートが必要な状況になっております｡
実際に施設に行ってみますと､ 日常の中で子どもたちが荒れたり､ 激しい暴力を職員に対して､ ある
いは自分より年下のものに対して行うとか､ 自分が今まで親から受けてきたことを弱い者に向けていく
ということが見られます｡ 非行のことを申しましたけれど､ 児童養護施設だけではなくて､ 今では児童
自立支援施設といわれる､ いわゆる元の教護院､ そういう所でも､ やはり同じように被虐待児の割合が
多いそうです｡ 昔は非行というものは子どもを矯正すれば治る､ という感じでおりましたけども､ そう
いう非行の根のところに子どもの被虐待､ その結果としての愛着障害というようなものがあるのではな
いかと考えられるようになっております｡
それに対して十分な子どもに対するケアができているかというと､ やはりまだまだの状況です｡ 厚生
労働省の児童養護施設を担当している課長さんとお話をした時に､ その方はたまたま他の省からこられ
て､ 現状を見て非常にびっくりした｡ ｢人手も足りない､ 状況も悪いと､ かなり予算要求をしたけれど､
なかなか難しいですよね｣ といわれました｡ こういう所の子どもたちが実際に大きな声を挙げて要求す
る機会はほとんどないということもありまして､ 福祉の現場だからといってしまえばそれまでなのです
が､ 大変お寒い状況があります｡ その中で施設職員が､ メンタルヘルス的にはかなり危険な状況にあっ
て､ たとえばうつ的な状態になってしまって､ 仕事を離れるというようなことも､ しばしば起こってい
ます｡
５. 子どもの権利擁護
虐待というのは重大な人権侵害だと考えるわけですけれども､ ｢子どもの最善の利益｣ をどうやって
守っていくかということに､ 私も少しかかわるようになってきております｡
子どもの権利擁護について､ ざっと並べてみますと､ 国連で1950年に児童権利宣言が出まして､ 20年
後の1979年に国際児童年があって､ さらに10年後の1989年､ ｢児童の権利に関する条約｣ が国連では採
択されました｡ 日本ですが､ 昭和22年､ 1947年に児童福祉法が制定され､ 児童福祉法はそれなりのこと
は結構書いてあります｡ それを補強するために児童憲章が出されて､ そこにも子どもが大事だというこ
とがしっかり書いてあるのですが､ 国連の ｢児童の権利に関する条約｣ を日本が批准するのには５年ほ
どかかっております｡ これはやはり日本の制度の中では子どもの権利について､ この条約を認めてしま
うと､ いろいろな制度改革をしなくてはいけないということがありまして､ なかなか批准､ 締結がされ
なかったという風に聞いております｡ 子どもにも大人と同じような集会結社の自由とか､ 権利を主張す
る表現の自由などが入ってきますので､ 抵抗感のある向きもあったようです｡
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そういう流れを受け､ 児童虐待の防止に関する法律が2000年に制定され､ 2004年に改正され､ また昨
年少し改正をされています｡ それから先程のポルノ防止法なんかもできております｡
今､ 私はお隣の目黒区で ｢子どもの権利擁護委員｣ というのをお受けしているのですが､ 相談窓口を
開いていても､ 余り相談は来ないのです｡ そういう意識で相談をされるということはまだまだポピュラー
でないのではないかと思うのですが､ 逆に学校への不満やいじめとかはきています｡ 先日あった相談は､
｢児童相談所に子どもを取られてしまって返してくれない､ これは子どもの権利を侵害している｣ とい
うお母さんからだったのですけれども､ いろいろ調べてみましたら､ そのお母さんは代理ミュンヒハウ
ゼン症候群ということでして､ 所管の児童相談所の話では､ ３歳くらいの子どもをこの子は歩けないと
いうことで､ 整形外科につれていったけれども､ お医者さんが診られてどこも悪くないということで通
報があったというケースでした｡
子どもの脚に包帯を巻いて､ 車椅子に座らせて歩かせないようにして育て､ うちの子は歩けないんだ
ということで､ あちこち連れまわっていたということです｡ 児童相談所が職権で子どもを取り上げて､
親御さんは承諾しなかったようですけれども､ 子どもを保護したら､ 子どもは一ヵ月後にはトコトコ歩
くようになったといいます｡ これでは親に返せません｡ 少しお門違いですけども､ そんな虐待もあると
いうことを知りました｡
さっき施設を廻って歩いていると申しましたけれども､ 実はそのような職員状況の中で大変シビアな
ケアをされているということもありまして､ まれですが施設内虐待ということが起きることがあり､ 時々
事件として報道されることがあります｡ それから事件にならないまでも私が廻っている中でも､ 何回か､
そういうことに出会うことがあります｡ 一つは子どもが先程のような色々な行動化をしてくるものです
から､ 思わず職員の方が手を出してしまう｡ 挑発してくるわけです｡ これでもか､ これでもかという形
で挑発されて､ 乗ってしまって､ 身体的な虐待になるというような例があったり､ もう一つは非常に残
念なことですけれど､ 性的な虐待が潜在的な事例として起きるということもあります｡ 男子職員が男の
子に対する性的虐待というのも見つかっております｡ 神奈川県では児童福祉のサービス評価制度という
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風にして､ わざわざ行くというよりも､ 希望されたところに廻るようにして､ そこで職員さんたちの話
を聞いたり､ 子どもさんと話したりということをしております｡ サービス評価の委員には､ 民生委員､
弁護士､ 地域の福祉施設の施設長さんとか､ そういう人が任命をされています｡
｢子どもの権利ノート｣ というのは､ これはどこでも自治体が作っておりまして､ 施設に入所する時
の子どもさんに､ 君にはこういう権利があると､ 嫌な時は嫌といえる権利があるとか､ そういうことが
書かれたノートを子どもに渡して説明するようにしています｡ 年齢の小さい子どもさんには少し難しい
のですけれども､ 以前､ 児童相談所は､ 子どもを保護して児童養護施設に入れるというのは当然のこと
であって､ 子どもの意見を聞く必要まではないと考えていました｡ 私が児童相談所にいた時代も､ 子ど
もに良かれと思って大人がやることは当然だと言うような感じだったのですけれども､ 今はちゃんと子
どもの意志も確認し､ ｢子どもの権利ノート｣ も伝えて､ そういうことを行うという､ 一応の仕組みは
できかかっております｡
それから投書箱ですが､ これは各施設で用意してもらうようにしています｡ この投書箱は､ 日々必ず
開けて､ 特に何かなくても開けて､ そして何か入っていたらそれに対する回答をきちんとする仕組みを､
各園内で作っていただくという風にしています｡ たまたまその性的な虐待についても､ ある子どもが投
書をしたところから発覚しました｡ 信じられなくていろいろあったのですけれども､ 子どものそういう
意思表示から､ 解決に向かったという例でした｡
６. 子育て支援は地域へ
児童虐待に関しては､ 2004年に児童福祉法の大きな改正がございました｡ その結果､ 虐待に関しても､
地域が取り組むことになり､ 地域の子育て支援センターとか､ 児童家庭センターとか､ そういう相談機
関が作られるようになりまして､ 東京で言えば､ 23区あるいは市町村の方で､ 子どもの相談についても
取り組むことを求められるようになりました｡ それから地域の保育園とか､ 児童館とかいうような子ど
もの施設でも子育て相談をやるようにといわれるようになりまして､ 保育所の保育士さんたちも､ 実際
は相談の訓練などを余り受けてきてない方が多いのですが､ いろいろ苦労して勉強しながら､ 親御さん
の相談にのるということが行われるようになってきております｡
そういう意味では児童相談所が少し引いてきているという風に私には見えます｡ 児童相談所というの
は従来子どものことを一手に引き受けているという場であったのですが､ 少しバックに回って地域の子
育てセンターのサポートをするといっていますが､ そのあたりの連携がなかなか難しいような気がして
おります｡ 実際には地域に子育て支援の仕組みを作っていくことが大事だと､ これは私がずっといって
いることなのですけれども､ 先程のように保育園や児童館もそうなのですが､ 敷居の低い相談場所が必
要で､ お母さんたちが気軽に相談できる､ ちょっと気になることがあったら相談できるようなところが､
必要です｡
それから､ 隣のおばさん役割というのも必要だというのは､ 電話相談を受けていますと､ おばあさん
とか､ 隣のおばさんにちょっと聞いたらわかりそうなことを電話で聞いてくるということも多いのです｡
昔は例えば私が子どもの時代に友達の家へ遊びに行ったら､ 友達のお母さんが怒っていて､ 今でいえば
虐待かもしれないですけども､ 布団蒸しにされて､ 子どもがワアワア泣いているという場面を今でも覚
えているのですが､ その時に､ お隣のおばさんがひょこひょこ出てきて､ お母さんと子どもに向かって､
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｢○ちゃん､ お母さん怒ってるんだからそこで謝んなさい｡ お母さんもその位にしとき｣ っていったの
です｡ そうしたら､ そこで布団蒸しはぴたっと止まって､ 友達も泣きながら布団の間から出てきて､ そ
の後一緒に遊んだという覚えがあるのです｡ ああいうブレーキを自然にかけてくれる隣のおばさん役割､
だれがやれるのかというところもあるのですが､ そういうことが地域で少なくなっているのではないか
と思います｡
親と子の居場所作りについては自治体が非常に熱を入れ始めまして､ 児童館の子ども広場とか､ 品川
の地域でも､ そういう子どもと親が気軽に行けるところというのは沢山出来てはおります｡ ちょうどう
ちの娘が赤ん坊を抱えているものですから､ あちこち行っては､ あそこはこうだとかいっていますが､
やはり気軽に行けて､ 職員が普段はあまりかかわらなくても､ 何かの時にはサポートしてくれるという
ような場所を､ 親たちは評価をしているようです｡
地域では､ 制度が出来てきた時に､ 使う側からいうと手続きがめんどうで使い勝手の悪い制度が出来
ることがあるのですが､ 使う側の身になった､ たとえば一時預かりのショートステイで冠婚葬祭に限ら
ず子どもを預かってくれるとか､ お母さんがちょっと美容院に行く時に預かってくれる場所ですとか､
勿論友達同士の預けあいとか､ そういうことが行われればなおよい訳ですけども､ 公的にもこんな仕組
みを作っていく､ あるいは保育園が入所している子どもだけではなくて､ 地域の子どものこういうよう
なニーズに応えていくようなことが､ これからはますます求められていくのではないか｡ 地域機関のネッ
トワークも大切で､ そういう中で虐待についても地域のみんなの目で見ていくことが大事なのではない
かと思います｡
この地域にも子育て支援センター､ 品川では先駆型という子育て支援センターがありまして､ 虐待対
応班を持っています｡ 通告があれば飛んでいくという状況なのですが､ 家の中にまで入る権限は警察や
児童相談所でないと持っていないということもあって､ 苦労されているようです｡ 卒業生が子育て支援
センターの虐待班におりますし､ 大学院の卒業生の方が働いているところがいくつかありますけれども､
結構皆さん苦労しているという風に聞きます｡
ちょっと戻りまして､ 東京の平成20年度の虐待相談の件数がですが､ どこから通告があったか､ どこ
からやってきたケースかということがわかります｡ これは児童相談所に来たケースなのですが､ 地域の
子育て支援センター､ あるいは近隣知人､ それから学校､ そんな所から通告があって動いたということ
がみえます｡ 虐待の窓口も区市町村になってきたということがありまして､ こちらの方が相談件数が多
くなっております｡ 児童相談所からいわれて動いたという場合もありますし､ 学校からの通告件数も､
地域の方が児童相談所へ通告するより､ 地域の子育て支援センターへ通告した方がしやすいということ
でしょうか､ 増えております｡ 学校の方が最近かなりこの虐待問題に意識を持たれるようになってきた
ということが､ どこでもいわれています｡ 学校の先生の意識もそういう目で子どもをしっかり見ていた
だけるようになりつつある､ と聞いています｡
新聞記事をここに２つご紹介しています｡ 実は一つは昨日の朝の朝日新聞の記事です｡ １月26日です
が､ お読みになった方もいらっしゃると思います｡ 昨年の９月に江戸川区の小学生が亡くなっています
けれども､ これは母親とそれから継父です｡ 再婚しておられるのだろうと思いますけれども､ お母さん
のパートナーに殴られて亡くなったというケースですが､ 昨年の９月に歯科医師さんが通報しています｡
こういう風に地域のお医者様方もこのごろではかなり虐待に関する通報をしてくださるようになってい
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ます｡ これが子ども家庭支援センターに通報されたのですけれども､ 子ども家庭支援センターからは学
校の方に連絡がいって､ 学校の校長先生と担任の先生が家庭訪問しています｡ そこで､ 親御さんが ｢も
う殴らない｣ と言ったので､ 日常的な虐待ではないと判断したということですが､ このあたりはどうな
のかなと､ 記事だけではわからないですけれども､ 学校の先生は虐待の専門家ではないので､ もう少し
ソーシャルワーカーとか､ そういう人が行くべき､ いっしょに入るべきだった気はします｡
最後にその児童相談所にも通告が行っているのですが､ 児童相談所はどうも動いていないというよう
な､ 残念な結果になったようです｡ 地域､ それから児童相談所､ 学校､ そうした機関のネットワークと
いうのがスムーズに行かないこともある｡ ただし､ 実際には､ 表ざたになる､ あるいは亡くなったりし
て新聞記事になるような事件の何倍もの虐待可能性のあったケースが､ 予防的にケアされて､ 結果的に
事件にならなかったという例のほうが多分ずっと多いのだと思うのです｡ これは現場に入っていると､
そういうことを非常に感じます｡ 特に児童相談所というのは大変忙しくて､ 事例に振り回されておりま
すけれども､ 児童相談所がかかわったせいで虐待がそこでストップしたケースの方が､ 実際にはずっと
多いのだと思うのです｡ ただ､ 残念ながら時々こういう風に死亡に至るというケースがでてくるという
ことになります｡
７. 子どもの育成に必要な環境と文化をつくる
最後になりますが､ こういう風に虐待を予防するためには子どもを社会がみんなで育てていく環境､
そして､ 文化というものが必要なのではないかと､ 常に感じております｡ どういうことかと申しますと､
これも具体的な例としてもう一つ新聞記事を入れているので､ 後でお読みいただければと思うのですけ
れども､ 日本でも子どもを､ ベビーカーで電車に乗せています｡ あれも乗れるようになったのは結構い
ろいろあったのです｡ 都バスに乗れるようにするのも､ 私たちも働きかけた覚えがあるのですが､ 事故
責任の問題とか､ 運行者の方からはいろいろありました｡ 駅の構内ではベビーバギーを畳んで下さいと
いう表示がずっとあったのですが､ 何でベビーバギーを畳まなきゃいけないかというと､ 通行人の危険
防止のためですといわれていたのです｡ ベビーバギーを畳んで抱えて､ 赤ん坊を抱えて､ おむつが入っ
た重い袋を持って､ もう一人子どもの手を引いたりしたら､ よっぽどその方が危険だと思うのですけれ
どもやったことない人にはわからないようです｡ でもようやく理解は広まってきているかとは思います｡
この話ももう何回もいろんなところでしているのですが､ フィンランドで子育てをしていた方が､ 日
本に帰ってきたら､ ベビーバギーを押しながら ｢すいません､ すいません｣ といって人ごみをあるかな
きゃいけないと｡ フィンランドでは ｢ありがとう､ ありがとう｣ といって町を歩けていたと｡ みんなが
ベビーバギーを持ってくれたり､ ドアを開けてくれたりというのが日常的に行われていて､ 感謝をしな
がら歩けたということですので､ 是非そういう雰囲気を､ 特に大人たちが作っていかないといけないの
かなと思います｡ このドイツのぬくもりという記事も､ 似たような話でして､ 子どもさんに対して､ ド
イツでは周りの人が温かい目を向けてくれているというのです｡ 子育て支援の文化があるのだろうと思
います｡
フィンランドでは､ 子どもが生まれた時に､ ドイツもそうなのですけれども､ 市長さんから贈り物が
ボンと届くのだそうでして､ 子どもが生まれたということをみんなで喜んでくれるという社会､ それが
何よりも少子化社会の歯止めになっていくのではないかと思います｡
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是非､ 日本もありがとうと言える町にしていきたいと思っております｡ 自分の出来ることは非常に少
ないのですけれども､ いろいろなところで少しづつかかわりながら､ これからもやれることをやってき
たいという風に考えております｡
どうもご清聴ありがとうございました｡
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